
各　位
イオン株式会社

イオン㈱６月度連結営業概況

１．連結営業収益の前期比伸び率

　　６月度の連結営業収益は、５，４７７億円、前期比１０９．７％となりました。
   　※月次の数値は、連結財務諸表作成基準での月次決算を実施していないため、管理会計上の数値です。

２．月度トピックス

３．営業概況

４．主な連結各社の月次売上高（取扱高）前期比伸び率一覧
（単位：％）

2015年2月期

売上高 全店 既存店 全店 既存店

イオンリテール㈱　　 94.4 93.4 99.9 98.3
イオン北海道㈱ 97.5 96.5 100.9 100.1
イオン九州㈱　　 93.8 92.0 98.5 96.4
㈱ダイエー 91.9 94.8 95.5 98.1
マックスバリュ北海道㈱ 109.8 105.5 110.0 105.6
マックスバリュ東北㈱　　 101.2 96.8 103.4 99.1
マックスバリュ東海㈱　 102.4 101.1 103.2 100.9
マックスバリュ中部㈱ 108.8 99.2 106.4 99.6

101.4 97.5 102.2 99.0
マックスバリュ九州㈱　　 102.3 99.5 103.2 100.3
ミニストップ㈱ 　　　　　（注１） 96.3 97.0 95.5 96.0
㈱コックス　　 95.9 97.2 98.6 100.4
㈱ジーフット　　 92.9 85.9 107.1 98.0
㈱イオンファンタジー　　 89.5 88.5 94.3 93.1

取扱高 ｶｰﾄﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ 対象期間 ｶｰﾄﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ 対象期間

107.7          108.1          6/1～6/30 106.2          111.5          4/1～6/30

注１：ミニストップ㈱は、2013年11月度より既存店売上高前期比の計算方法を、ＰＯＳＡカードの売上を含んだ計算に変更しております。

＜ご参考＞
開閉店の状況

当期累計（3/1～6/30）
開店 閉店 開店 閉店 6月末店舗数

ＧＭＳ （総合スーパー） 3 0 7 4 611
Ｓ　Ｍ （スーパーマーケット） 5(2) 3(0) 22(9) 24(4) 1971(643)

※グランドオープン日を開店日としています。

※期末店舗数には、開閉店のほか、業態変更等の数を反映しています。

※(  )内は、持分法適用関連会社の実績です。

イオンの電子マネー「ＷＡＯＮ」の状況

当月末の累計発行枚数： 約４,２１０万枚　月間利用金額： 約１,５４０億円　月間平均単価： 約１,７４０円
利用可能箇所： 約１８７,０００箇所
地域貢献「ＷＡＯＮ」（寄付つき）：合計８５種類（のべ３９道府県、２８市町、２０団体)
※地域貢献「ＷＡＯＮ」の詳細については下記URLをご参照ください。

http://www.waon.net/special/region/index.html

 イオンフィナンシャルサービス㈱

6月度（6/1～6/30）

（電話番号　043-212-6042）

　６月５日、環境に配慮して養殖された魚であることを示すＡＳＣ（水産物養殖管理協会）認証を取得した白身魚(パンガシウス)３品
目を総合スーパー「イオン」４２０店舗で発売しました。イオンが販売するＡＳＣ認証商品は生アトランティックサーモンに次いで２魚
種目となります。

　感染症を媒介する蚊に対する殺虫効果・忌避効果を持った蚊帳「トップバリュ　オリセット®ネット」を６月２１日より、ベトナムおよび
カンボジアの総合スーパー「イオン」において相次いで発売しました。同商品は、アセアン地域のお客さまの安全・安心で健康な暮
らしに貢献したいとの想いから、住友化学株式会社の技術協力によりイオントップバリュ（タイランド）が開発したものです。

　６月３０日、カンボジアにおける１号店「イオンモールプノンペン」をオープンしました。当社の海外におけるモール型ショッピングセ
ンター出店はマレーシア、中国、ベトナムに次いで４カ国目となります。同モールは、カンボジアで最大規模かつ初のモール型ショッ
ピングセンターとなり、核店舗の総合スーパー「イオンプノンペン店」をはじめ、国内最大のシネマコンプレックスやスケートリンク等、
専門店約１９０店舗を配置し、地域の皆さまに新しいライフスタイルをご提案しています。オープンから３日間の来店客数は、合計
約２６万人と多くのお客さまにご来店いただきました。

　６月度は、父の日のギフトや梅雨対策関連商品の品揃えや売場展開を強化するほか、６月２０日から２４日まで「イオン・ザ・バー
ゲン」を開催し、全国の総合スーパー「イオン」とモール専門店が合同で夏物セールに注力しました。小売事業では、気温の低い日
が続いたことに加え、前年同月より土曜日が１日少ない曜日回りの影響等もあり、既存店売上高が前年実績を下回りました。サー
ビス・専門店事業では、ヒット作による観客動員数の拡大が続いているイオンエンターテイメント株式会社が好調に推移したほか、
サッカーワールドカップや夏のレジャー関連商品の売上を伸ばした株式会社メガスポーツも順調に推移しました。また、カード会員
の新規獲得や預金残高拡大に注力した総合金融事業においても好調に推移しました。

6月度（6/1～6/30） 当期累計（3/1～6/30）

マックスバリュ西日本㈱

問合せ先 秘書室責任者 　髙橋 　丈晴

2014年7月25日

取締役兼代表執行役社長 　岡田 　元也
　　（コード番号８２６７        東証第一部）


